
（まちづくり委員会要求資料） 

令 和 ８ 年 ６ 月 

都 市 計 画 局 

 

 

    京都駅前におけるオフィス空間不足の根拠について 
 

 

１ オフィス空間のストック、空室率及び賃料に係る他都市比較など 

  別紙のとおり 



働く場となるオフィス空間の不足
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・テナントオフィスは空室率が低く、賃料が高い傾向にある。

出典：三鬼商事「オフィスマーケット」（延床面積1,000坪以上のテナントビルを対象に調査。各年１～12月の平均値を算出、令和7年については１～2月の平均値）
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テナントオフィスストック他都市比較

新幹線停車駅800m圏内のテナントオフィスストック2023 CBRE調べ

・京都駅徒歩圏内のテナントオフィスのストックは、他都市と比較して少ない
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※延床面積1,000坪以上かつ新耐震基準相当の賃貸オフィスビルを集計

出典：京都市都市計画基礎調査（令和６年度）

ＪＲ名古屋駅 ＪＲ新大阪駅 ＪＲ京都駅 ＪＲ広島駅 ＪＲ岡山駅 ＪＲ博多駅

貸室総面積 都市全体に占める割合
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・ 京都には大学、国際的知名度など優位な強みがあり、それを目指す企業が一定数存在。
・ 近年、京都駅周辺で企業本社の立地が複数あるなど、オフィスニーズは高い。
・ 一方、進出の意向はあるものの、ニーズ（空間や仕様）に合うオフィスが無い等の理由で断
 念する例も散見。
⇒ 時代の潮流に沿ったオフィス空間の創出・集積が急務。

京都市の企業誘致に関する近年の動き

○R4 企業誘致推進室の設置
事業拡大や京都への進出をワンストップ支援
⇒年間約５０件の事業拡大・誘致が進む

○首都圏・海外企業誘致の専属職員を設置

○企業立地に関する支援制度の充実
・大規模テナントオフィス立地支援制度

（京都駅周辺、らくなん進都北部が対象）
・初進出支援制度、お試し立地支援制度

企業やオフィス仲介事業者の声

○ 京都は大学が多く、国際的知名度も高
い。新卒や外国人の採用、産学連携に優
位性がある。

○ 京都は伝統・革新・自然・職・住がコンパ
クトに共存。従業員のクリエイティビティや
をウェルビーイングの実現に適している。

○ 京都駅は東京や大阪ともアクセスが良く、
駅前のオフィスニーズが特に高い。

○ 京都駅前でオフィスを探すが、ニーズに
合った空床が見つからず、京都を候補か
ら外す企業が散見される。

○ 京都の環境は魅力的だが、玄関口であ
る京都駅前の商業・業務の集積に乏しく、
ビジネスチャンスの観点で候補から外した。

京都駅前のオフィスに求められるもの
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